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1．はじめに	 

近年の世界的な資源消費は，経済成長と人口増加

に伴い大幅に増加しており，世界全体での資源制約

が危惧されている．国際的な資源価格の高騰やアジ

ア地域における資源需要の増加にみられるように，

今後，その傾向は更に強まると考えられる．そのた

め，物質を長期間にわたり使用するストック型社会

への転換は，我が国だけでなく世界全体で早急に対

処しなければならない問題の一つである．また，我

が国においては高度経済成長期に大量の都市構造物

が建設されてきたが，近年では新規の建設は頭打ち

の傾向にある．そのため，今後は新規の建設だけで

なく，充分に拡充された都市構造物の維持管理に目

を向けることが重要である．	 

そこで本研究では，日本全国における建築物（住

宅建物と業務建物）と道路の建設・維持管理時に投

入される資材量の推計を行った．	 

	 

２．推計方法	 

2.1	 推計の概要	 

	 推計フローを図-1に示す．本推計では原単位法

を用いて建築物と道路の資材投入量を推計した．原

単位法とは都市構造物の規模に単位規模当たりの資

材投入量を乗じることで推計する方法である．なお，

対象年は 1960年から 2010年までとする．	 

	 

2.2	 建築物	 

	 建築物については構造と業種による違いを考慮し

た．そのため，原単位に関しても構造と業種の分類

を行った．建築物の規模を把握するうえで，統計デ

ータから公共の業務建物の現存する延床面積を把握

することができないため，長岡ら 1)の手法を参考に

着工面積に残存率を乗じることで求めた．なお，残

存率の分布関数及びパラメータは小松ら 2)が検討し

たものを用いた．建築物の資材投入原単位について

は，建設資材・労働力需要実態調査 3)より得た，	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

単位面積当たりの部材重量に，建築物のライフサイ

クルコスト 4)より得た部材別の計画更新年数を割り

当てることによって，経過年数別の単位面積あたり

に投入される部材重量を推計した．そして，得られ

た値に資材別の重量換算値を乗じることによって，

建設・維持管理時の資材投入原単位の推計を行った．

資材投入原単位の推計結果を表-1に示す．	 

	 

2.3	 道路	 

道路の資材投入量については舗装種別（アスファ

ルト舗装，コンクリート舗装，簡易舗装）幅員別道

路面積に資材投入原単位を乗じることで推計した．	 

道路の資材投入原単位については，舗装の構造に

関する技術指針 5)より得られた舗装圧に，舗装材料

別の密度を乗じることによって道路建設時の層別

（表層，上層路盤，下層路盤）の資材量を推計した．

北鹿地方整備局よりヒアリング 6)によって得られた

劣化の予測式と，残存等値換算圧法によって推定し

た切削オーバーレイ時の厚さを用いて維持管理時の
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図-1	 本研究の推計フロー	 

表-1	 建築物の資材投入原単位	 
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資材投入量原単位を推計した．資材投入原単位の推

計結果を表-2に示す．	 

	 

３．結果と考察	 

資材投入量の経年変化を図-2 に示す．建築物に

2006 から 2010 年の間で投入される資材量は，建設

時に 996.9 百万トン，維持管理時に 62.0 百万トン

となり，特に建設時に多くの資材が投入されている

ことが示された．このことから，将来の資材消費を

削減するうえで，建築物の長寿命化が有効な対策で

あることが考えられる．道路に 1961 から 1965 年の

間で投入される資材量は，建設時に 1347.6 百万ト

ン，維持管理時に 42.3 百万トンとなり，2006 から

2010 年の間で投入される資材量は，建設時に 333.9

百万トン，維持管理時に 214.1 百万トンとなった．

年数を経るごとに維持管理の際に投入される資材量

の割合が増加していた．このことから，道路の維持

管理において将来的に大量の資材が投入される可能

性があると考えられる．	 

2006 から 2010 年の間における都道府県別の一人

当たりの資材投入量を図-3 に示す．北海道・東

北・北陸地方などの比較的地方の都市において，一

人当たりに多くの資材が投入されていることが示さ

れた．これは，比較的地方の都市においては，自動

車への依存度が高く道路の維持管理に大量の資材が

投入されたからだと考えられる．地方における今後

の人口減少を考慮すると将来的な負担は深刻化する

と考えられる．	 

	 

４．おわりに	 

本研究では，建築物と道路の建設・維持管理時に

おける経年資材投入量の推計を行った．そして，道

路の維持管理において将来的に大量の資材が必要と

なり，特に地方においてこのことが深刻化する可能

性が示された． 
今後は，建築物の内装や道路改良，下水道等のそ

の他の社会基盤施設を考慮することによって，より

包括的な推計を行う必要がある． 
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表-2	 道路の資材投入原単位	 

図-2	 資材投入量の経年変化	 

図-3	 一人当たりの資材投入量（2006から 2010年）	 
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